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生
徒
の
自
学

・
自
習
を
応
援

同
窓
会
組
織
の
確
立
に
ご
協
力
を

学
校
図
書
館
を
夜
問
管
理

同
窓
会
で
は
、
生
徒
の
自
学

，

自
習
を
応
援
し
よ
う
と
本
年
９
月

か
ら
始
ま
っ
た
学
校
図
書
館
の
夜

間
開
放

（午
後
５
時
～
８
時
）
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
こ
の
時
間
帯

の
管
理
当
番
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
庄
高
校
は
北
部
地
区
唯

一
の

進
学
重
視
型
単
位
型
爵
夜
で
、
隔
週

土
曜
授
業
、
大
学
予
備
校
講
師
の

ス
ー
パ
ー
講
義
や
難
関
大
学
進
学

を
目
指
す
特
進
ク
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
る
な
ど
進
学
を
重
視
し
た
学
校

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
門
を
く
ぐ
っ
た
右
手
に
あ
る

セ
ミ
ナ
ト
棟
前
に
、本
庄
高
校
「校

歌
碑
」
が
卒
業
式
当
日
の
３
月
１３

日
に
完
成
し
、
式
を
終
え
た
多
く

の
卒
業
生
、
保
護
者
、
同
窓
会
役

員
な
ど
が
列
席
し
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
校
歌
碑
は
、
創
立
９。
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
式
で
は
埴
岡
校
長
、

狩
野
同
窓
会
長
、
松
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
祝
辞
の
あ
と
全
員
で
校
歌
を

高
ら
か
に
斉
唱
し
ま
し
た
。

同
窓
会
長
　
狩
野
　
輝
昭

（高
１８
回
卒
）

会
長
就
任
以
来
、
母
校
と
同

窓
会
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

思
う
よ
う
に
改
革
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
私
の
改
革

テ
ー
マ
の

一
つ
に
同
窓
会
組
織

の
確
立
が
あ
り
ま
す
。

先
日
、
支
部
長

・
学
年
理
事

会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

支
部
長
で
あ
る
先
輩
方
の
出
席

率
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
学

年
理
事
の
若
い
人
た
ち
の
出
席

が
少
な
く
、
残
念
な
が
ら
数
名

の
出
席
で
し
た
。
学
年
理
事
に

は
本
庄
市
内
に
住
ん
で
い
な
い

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
会
議

な
ど
に
出
席
が
難
し
い
場
合
は

学
年
同
窓
会
な
ど
で
協
議
し
、

学
年
を
取
り
ま
と
め
る
適
任
者
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竹

並

栄

一
郎

氏

８２
歳

同
窓
会
評
議
員

・
泉
町
支
部

長

・
元
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た

竹
並
栄

一
郎
さ
ん

（併
２
）
が

８
月
２７
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

の
推
薦
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
行
の
支
部
長
制
度
に
加
え
、

一
学
年
に
必
ず

一
人
の
学
年
支

部
長
を
選
任
し
た
組
織
を
つ
く

る
た
め
、
必
ず
推
薦
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
母
校

！
！
！

に
関
心
を
持

つ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
母
校
を

よ
り
愛
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
必
要
な
情
報

を
積
極
的
に
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も

句
的
温
び
ｏ
ｏ
汗

「柏
陵
会
」
（埼
玉
県
立

本
庄
高
等
学
校

同
窓

会
）
も
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
同
窓
会
専
用
の
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ

く
と
学
校
行
事
や
同
窓

会
行
事
な
ど
の
情
報
が

満
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
を
活

用
さ
れ
同
窓
会
の
情
報

を
共
有
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
　
長
　
狩
野
　
輝
昭
　
一向
１８

副
会
長
　
一昌
田
　
浩
郷
　
一向
６

副
会
長
　
山
口
　
康
裕
　
一向
１０

副
会
長
　
白
本
　
直
子
　
一局
貶

副
会
長
　
茂
木
　
秀
夫
　
一向
１３

副
会
長
　
斉
藤
　
勝
次
　
一向
１４

副
会
長
　
柿
木
　
左
近
　
一向
１６

副
会
長
　
一向
橋
　
忠
雄
　
一向
略

副
会
長
　
須
田
　
税
　
　
一向
２０

副
会
長
　
長
沼
　
主早
　
　
一尚
２５

副
会
長
　
駒
沢
　
一二
郎
　
一向
２７

副
会
長
　
水ヽ
井
　
保
之
　
一向
２７

副
会
長
　
一韮
塚
　
雄

一
（教
頭
）

副
会
長
　
奥
　
　
千
加
（教
頭
）

副
会
長
　
相
模
　
幸
之
（教
頭
）

会
　
計
　
志
塚
　
保
雄
　
一由同
１８

△ム
　
計
　
川
上
　
方
拐
　
一向
１８

△ム
　
計
　
相
川
　
一
浦
　
一向
２７

幹
　
事
　
平
沢
　
正
利

（事
務
部
長
）
高
２８

問
　
埴
岡
　
正
人
　
一向
２７

（校
長
）

事
　
阪
上
　
賢
司
　
一尚
２８

事
　
黒
澤
　
敬
子
　
一向
３‐

〔評
議
員
〕

（支
部
長
）

宮
本
町
　
荒
井
　
稀
索

泉
　
町
　
鈴
木
　
盛
雄

上
　
町
　
富
沢
　
降
雄

照
若
町
　
一局
橋
　
利
夫

七
軒
町
　
町
田
　
一
徳

仲
　
町
　
飯
塚
　
能
成

本
　
町
　
清
水
　
正

一

南
本
町
　
村
田
敬
次
郎

末
広
町
　
野
枝
　
直
治

朝
日
町
　
佐
藤
　
達
雄

一騰
　
田
　
内
田
　
睦
夫

仁
　
手
　
士
心
塚
　
弘
良

旭
　
　
亀
日
　
本
二

今
　
井
　
荒
井
　
正
純

児
　
玉
　
士
口
田
　
英

一

昌略腎譜とお瑳平甲貯1盤錯キ1理4古
監 監  顧韮識

　
長

評
議
員

評
坐
識
】貝

評
坐
識
白貝

評
議
員

評
議
員

評
圭曹
貝

美
　
里

申

　

Ｈ

神

泉

上
里
七
本
木

一角
３

一向
Ｈ

一向
１８

一向
４

一向
５

一向
２５

一向
６

中

２２

一向
５

一向
２６

一向
１２

一向
‐４

一向
４

一向
巧

一向
２２

一向
９

一局
２０

一向
２８

一向
１４

一局
２５

一尚
１８

一向
１７

一向
１３

一向
２６

一向
１７

一向
６

一局
１

一向
２７

一局
３０

戸
谷
　
全
克
　
一向
１

塚
越
　
壽
衛
　
一向
２

内
野
ヨ
シ
エ
　
女
１６

茂
木
　
延
雄
　
一向
３

江
原
　
清
吉
　
一向
４

松
本
　
泰
昌
　
一向
８

飯
塚
　
隆
司
　
一由同
５

上
里
長
幡

関
回

岡
　
部
　
新

深
　
谷
　
小
暮

能
小　
谷
　
栗
原

県
庁
県
南

福
島

伊
勢
崎
　
神
倉

新
　
町
　
一向
鳴

東
　
一泉
　
黒
澤

本
庄
市
役
所
　
輸
料
沢

児
玉
郡
市
教
職
員

福
島

青
木
　
信
夫

伊
藤
　
政
雄

秋
山
　
欣
彦

久
保
　
保
雄静

克
之
隆
史
健
昇勤

喜
良
重
皓
信
男
二
郎

彰
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第
７
次
東
北
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
校
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
し
た
平
成
２３
年
の
夏
か

ら
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
７
月
１８
日

（土
）
～

‐９
日

（
日
）
、
昨
年
と
同
様
、

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
「チ
ー
ム
柏
」
（生
徒

の
自
主
組
織
）
の
呼
び
か
け
で

集
ま

っ
た
５２
名
の
生
徒

（
一
年

生
２‐
名
　
一
一年
生
１０
名
　
一二
年

生
２‐
名
）
と
引
率
教
員
４
名
が

第
七
次
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。桑畑の除車作業

女
性
会
館
で
す
。

初
日
は
大
学
見
学
で
、
国
立

埼
玉
大
学

へ
行
き
ま
し
た
。
文

系
の
生
徒
は
経
済
学
部
で
、
理

系
の
生
徒
は
工
学
部
で
そ
れ
ぞ

れ
専
門
の
教
授
に
よ
る
体
験
授

業
を
受
講
し
ま
し
た
。
身
近
な

題
材
を
例
に
、
事
象
の
成
り
立

ち
な
ど
を
専
門
的
に
解
説
し
て

い
た
だ
き
、
研
究
機
関
と
し
て

の
大
学
と
い
う

一
面
を
体
験
で

き
ま
し
た
。
そ
の
夜
か
ら
は
各

教
科

の
授
業
や
学
習
法

の
学

習
、
自
学
の
習
慣
付
け
の
た
め

の
時
間
な
ど
、
ま
さ
に
学
習
漬

け
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
で
も
２
日
目
に
行

っ
た
ピ

ア

・
サ
ポ
ー
ト
は
、
本
庄
高
校

特
進
ク
ラ
ス
の
特
徴
的
な
学
習

で
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
℃
器
ヽ

（同
僚
、
対
等
な
人
）
が
互

い

に
晋
Ｅ
Ｅ
ｑ
市
（支
援
、
支
え
る

こ
と
）
を
す
る
こ
と
で
、
今
回

は
、
二
年
生
が

一
年
生
の
相
談

に
乗

っ
た
り
、
学
習
面
に
つ
い

て
教
え
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
す
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
教
わ
る

一
年
生
よ
り
、
教

え
る
二
年
生
の
方
が
よ
り
勉
強

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
合
宿
で
身
に
付
け
た
学

び
方
と
学
習

へ
の
高
い
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
、
二
学
期
か
ら
の

学
校
生
活
に
有
効
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

７
月
努
日
（土
）
か
ら
８
月
４

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
ベ

ル
ギ
ー
か
ら
の
留
学
生
が
本
校

で
学
ん
で
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ド
イ
ツ
語

な
ど
を
話
す
こ
と
が
で
き
、　
一

年
間
日
本
で
日
本
語
や
日
本
文

化
を
学
び
ま
す
。
向
上
心
の
高

一
、
変
わ
る
高
校
教
育

昨
年
１２
月
に
中
央
教
育
審
議

会
か
ら

「新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向

け
た
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教

育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の

一
体

改
革
に
つ
い
て
」
が
答
申
さ
れ
、

今
年
１
月
に
は

「高
大
接
続
改

革
実
行
プ
ラ
ン
」
が
文
部
科
学

省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
３

月
に
は
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
が
発
足
し
、
高
大
接
続

改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
、
高

査
■
テ庁
夫Ｘ
子さ
休に
チｒ
ｈり
，Ｆ
一く
ド
ト
ー　
ふごＸ

い
留
学
生
を
通
じ
て
、
本
校
の

生
徒
も
世
界
に
は
ば
た
く
意
欲

を
高
め
て
く
れ
る
と
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
同
窓
会
を
通

じ
て
、
早
稲
田
大
学
留
学
セ
ン

タ
ー
准
教
授
の
中
林
美
恵
子
先

生
と
連
携
し
た
国
際
交
流
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

中
林
先
生
は
、
本
庄
高
校
を

卒
業
後
、
日
本
の
大
学
を
経
て

ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
大
学
院

で
政
治
学
修
士
号
を
取
得
、
そ

の
後
、
日
本
人
で
初
め
て
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
上
院
予
算
委
員
会

に
正
規
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
１０

年
間
、
米
国
の
中
枢
で
公
務
を

こ
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
帰

国
後
は
、
衆
議
院
議
員
と
し
て

活
躍
、
現
在
は
、
早
稲
田
大
学

留
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
Ю
月
末
に
本

校
の
生
徒
が
早
稲
田
大
学
の
中

林
先
生
を
訪
問
し
、
先
生
や
留

学
生
の
方
と
の
交
流
を
行
い
ま

す
。現

在
、
定
時
制
で
は
、
百
十

余
名
を
超
え
る
生
徒
が
在
籍
し

て
い
ま
す
①
こ
れ
は
、
県
内
同

規
模
の
夜
間
定
時
制
高
校
の
中

で
最
も
多
い
人
数
と
な

っ
て
お

り
、
本
校
に
対
す
る
期
待
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
●

本
校
で
は
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
の
１５
歳
か
ら
上
は

７。
代
ま
で
、
様
々
な
年
齢
層
の

生
徒
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
約
７
割
は
、
正
社
員
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
何
ら
か
の
形

態
で
就
労
し
て
い
ま
す
が
、
昼

間
働
き
な
が
ら
夜
学
校
で
勉
強

す
る
と
い
う
生
活
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
校
定
時
制
の
生

徒
は
、
皆
笑
顔
で
明
る
く
毎
日

の
勉
強
に
励
ん
で
お
り
、
約
８

割
の
生
徒
が

「定
時
制
の
学
校

生
活
は
楽
し
い
」
と
毎
回
ア
ン

ケ
ー
ト
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

本
校
定
時
制
で
は

「生
徒

一

人

一
人
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
少
人
数
授
業
、
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
学
習
支
援
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今

後
と
も
定
時
制
教
育
に
対
す
る

ご
支
援

。
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

め
て
い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。
入
学
者
選
抜
に
お
け

る
評
価
の
観
点
と
し
て
「知
識
。

技
能
」
に
偏
ら
ず

「学
力
三
要

素
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
価
す

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
多
面

的
な
選
抜
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「英
語
外
部
試
験

の

活
用
」
に
関
し
て
は
、
四
技
能

を
重
視
す
る
観
点
か
ら
新
テ
ス

ト
で
の
利
用
に
加
え
、
各
大
学

の
個
別
入
試
に
お
い
て
も
そ
の

活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。　
一
部

過去 5年 間の進路推移

3年

浪人

ホストファミリ
ーの皆さんと一緒に

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人

5 8 5 1 1 0

175 8

0 2 2 1 I

0 1 5 7 3

0 1 1 ] 0

325 323 317 317

205 207

63.1% 59.1% 60.3% 65.3%

9.2% 7.7% 10。1% 8.2%
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今
回
の
訪
間
で
は
、
語
り
部

の
方
に
現
地
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
当
時
の
様
子
や
、

そ
の
後
の
事
な
ど
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
い
た
後
、
桑
畑
の

除
草
を
行
い
ま
し
た
。
桑
の
葉

か
ら
桑
茶
を
作
る
こ
と
で
、
一屋

用
を
創
出
し
て
い
る
と
い
う
説

明
を
聞
き
、
皆
、
作
業
に
身
が

入
り
ま
し
た
。

特
進
ク
ラ
ス
学
習
合
宿

８
月
２８
日
～
３０
日
の
２
泊
３

日
で
、　
下

二
年

の
特
進
ク
ラ

ス
合
同
の
学
習
合
宿
を
実
施
し

ま
し
た
。
場
所
は
嵐
山
の
国
立

日
（火
）
の
１１
日
間
、
本
校
の
生

徒
１６
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ

の
海
外
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
エ
ッ

セ

ン
ド

ン

・
キ
ー

ロ
ー
カ

レ
ッ
ジ

を
中
心
に
語
学
研
修
を
行

っ
た

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

に
触
れ
、
現
地
の
人
た
ち
と
の

国
際
交
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

年
々
、
こ
の
研
修

へ
の
希
望

者
が
増
え
募
集
枠
の
倍
以
上
の

生
徒
が
申
し
出
ま
す
。
１０
月
３

日
に
は
、
エ
ッ
セ
ン
ド
ン

・
キ

ー
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
Ｈ
名

が
本
庄
高
校
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
生
徒
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
を
し
、
日
本
の
文
化
や
日
本

語
を
学
び
ま
し
た
。

９
月
１
日
か
ら
は
本
庄

ロ
ー

称
）
お
よ
び
大
学
入
学
希
望
者

学
力
評
価
テ
ス
ト

（仮
称

中
以

下

「新
テ
ス
ト
し

の
在
り
方
、

個
別
選
抜

の
改
革

の
推
進
方

策
、
高
校
生
や
高
校
の
多
様
な

学
習
活
動

。
学
習
成
果
の
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
開

始
し
、
具
体
的
な
方
針
を
ま
と

め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

年
内
に
最
終
の
ま
と
め
が
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
８
月
下

旬
に
中
間
ま
と
め
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
か
つ
て
な
い
大
き
な

教
育
改
革
な
の
で
、
答
申
に
は

必
ず
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
議
論
の
中
で
、
各
大
学

の
個
別
選
抜
に
つ
い
て
は
新
テ

ス
ト

の
ス
タ
ー
ト
を
待
た
ず

に
、
入
学
者
選
抜
の
改
革
を
進

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

「英
語

外
部
試
験
の
活
用
は
、
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
く
様
相
を
見
せ
て

い
ま
す
。

一
一、
進
路
室

の

『
今
』

９
月
に
入
り
、
入
学
試
験
が

少
し
ず

つ
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｏ

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
オ

フ
ィ
ス
）
入
試
、
指
定
校
推
薦
、

公
募
推
薦
、　
一
般
入
試
な
ど
、

入
学
試
験
の
形
態
も
年
々
変
化

し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
ラ」
の
時
期
に
な
る
と
、

昼
休
み
や
放
課
後
に
生
徒
た
ち

が
進
路
指
導
室
に
顔
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
三
年
生
が

中
心
で
す
が
、
な
か
に
は
二
年

生
や

一
年
生
も
姿
を
現
し
ま
す
。

二
年
生
の
主
な
訴
え
は
、
概
ね

校
長

埴

岡

　

正

人

（高
牙
回
卒
）

７
月
１８
日

（土
）
小
雨
の

降
る
中
、
高
校
野
球
埼
玉
県

大
会
三
回
戦
が
熊
谷
球
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
対
戦
相
手

は
古
豪
の
熊
谷
高
校
。
本
校

に
と
っ
て
は
ア
ウ
ェ
ー
で
は

あ
る
も
の
の
、
生
徒

・
保
護

者
、
そ
れ
に
狩
野
会
長
さ
ん

を
始
め
と
す
る
大
勢
の
同
窓

生
の
方
々
の
応
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
試

合
に
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
本
庄
高
校
の
結
束
・

伝
統
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
声
援
あ
ヶ
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、　
一
泊
二
日
の

日
程
で
生
徒
５２
名
、
教
員
４
名

が
宮
城
県
山
元
町

へ
震
災
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
て
き

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
多
分

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
重
視
型
単
位
制
が
ス
タ

ー
ト
し
て
３
年
目
と
な

っ
た
今

年
度
で
す
が
、
「文
武
両
道
岩
自

主
自
律
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

活
力
あ
る
学
校
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同
窓

会
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
Ｏ
Ｂ
の
方
は
、
と
て

も
母
校
に
関
心
を
持

っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え

る
た
め
に
は
、
学
校
か
ら
の
情

報
発
信
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ｈ

Ｐ
の
更
新
（
情
報
メ
デ
ィ
ァ
ヘ

の
投
稿
等
行

っ
て
お
り
ま
す

が
、
同
窓
会
で
も
Ｈ
Ｐ
を
立
ち

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
会
長

さ
ん
自
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ

ツ
ク
で

同
窓
生
の
仲
間
を
募

っ
て
く
だ

さ
っ
た
り
と
感
謝
に
堪
え
ま
せ

ん
。
こ
の
夏
、
５０
歳
を
迎
え
る

学
年
、
６０
歳
を
迎
え
る
学
年
、

卒
業
２０
周
年
を
迎
え
た
学
年
の

同
窓
会
の
ニ
ュ
ー
ス
も
入
っ
て

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で

同
窓
会
の
輪
が
広
が
る
こ
と
は

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

９
月
か
ら
は
、
平
日
の
夜
（５

時
か
ら
８
時
ま
で
）
、
生
徒

の

学
習
用
に
図
書
館
を
開
放
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
保

護
者
の
方
や
同
窓
会
の
役
員

の
方
に
見
守
り
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
学

校

へ
足
を
運
ん
で
生
徒
の
頑

張

っ
て
い
る
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
、
高
校
時
代
を
思
い

返
し
て
い
た
だ
く
の
も
い
い

か
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
学
校
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
関
連
す
る
こ
と

で
す
が
、
旧
中
２３
回
卒
の
大

先
輩
か
ら
、
定
期
的
に
和
紙

人
形
の
し
お
り
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
来
校
者
に
も

大
変
好
評
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成を

現役

国公立4年待J大学

私立4年 制大学

私立短期大学

専修 ・専門学校

公務員 ・就職 5

卒業者数
(浪人は決定者)

320

4年制大学進学者

4年制大学進学率 55.6%

浪人他

浪人率 11.3%

「大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る

が
、
指
定
校
は
あ
る
か
」
、
「推

薦
入
試
や

一
般
入
試
で
合
格
で

き
る
の
か
」
、
ど

般
入
試
で
合

格
で
き
ま
す
か
ね
」
な
ど
で
す
。

様
々
な
社
会
的
な
要
因
も
あ
り

入
試
が
早
期
化
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
生
徒
た
ち
は

「早

く
進
路
を
決
め
た
い
」
と
い
う

一
心
で
、
な
か
な
か
セ
ン
タ
ー

試
験
か
ら

一
般
受
験

へ
の
道
を

選
択
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
確

か
に
、
入
試
が
多
様
化
し
て
い

る
の
で
、
第

一
希
望
に
向
け
て

何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
安
易
に
第

一
希

望
を
さ
げ
、
「自
分
自
身
で
納

得
し
」
進
路
を
決
め
て
し
ま
う

傾
向
が
こ
こ
最
近
の
特
徴
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
浪

人

（ナ
ミ
ン
チ

ュ
）
生
の
６
割

は
学
力
が
向
上
せ
ず
現
状
維
持

に
な
り
ま
す
。

「○
○
大
学

へ
の
合
格
が
私

の
夢
」
と
良
く
聞
き
ま
す
が
、

そ
れ
は

「
目
標
」
で
あ

っ
て
、

「夢
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「夢
」

は
、
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い

け
ど
も
螺
旋
階
段
を
の
ぼ
る
よ

う
に
、
少
し
ず

つ
少
し
ず

つ
、

着
実
に
前
進
し
近
づ
い
て
い
ぐ

の
が

「夢
」
。
大
学
合
格
だ
け

を
求
め
る
の
で
な
く
、
人
間
的

に
ど
う
成
長
し
て
い
く
か
を
追

求
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
が
目
的
で

勉
強
す
る
の
で
は
、
必
ず
限
界

が
あ
り
ま
す
。

進
路
指
導
に
か
か
わ
り
３
年

に
な
り
ま
す
が
、
本
庄
高
校
の

生
徒
諸
君
に
伝
え
た
い
こ
と
は

現
状
維
持
で
な
く
、
前
進
す
る

こ
と
を
勧
め
ま
す
。
ど
う
し
て

も
迷

っ
た
と
き
は
、
『困
難
』
な

道
を
自
分
自
身
で
選
択
し
た
ほ

う
が
、
人
間
的
に
成
長
し
ま
す
。

さ
あ
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 生徒でにぎわう進路指導室
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母
校
に
望
む
こ
と

深
谷
支
部
長

小

暮

隆

史

（高
１７
回
卒
）

数
年
ぶ
り
に
本
庄
高
校
を
訪

問
し
、
校
内
の
状
況
も
大
き
く

様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
す
。
在
学
当
時
を
思

い
出
す
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

さ
て
近
年
、
本
庄
高
校
は
進

学
重
視
型
単
位
制
高
校
と
な

り
、
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立

大
学
を
目
指
す
生
徒
が
増
加
し

て
い
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

将
来
優
秀
な
人
材
が
社
会
に
出

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
本
庄
高
校
の
教
育
目

標
と
し
て

「自
主
、
自
立
の
精

神
を
育
み
、
知

・
徳

・
体
の
調

和
の
取
れ
た
教
育
を
行
う
」
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
進

学
重
視
の
中
で
生
徒
は
勉
学
と

部
活
動
の
両
立
は
大
変
と
思
い

ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も

も
う
少
し
力
を
入
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

育
ち
盛
り
の
若
い
う
ち
に
体

を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

社
会
に
出
て
活
躍
す
る
に
は
何

よ
り
も
体
が

一
番
大
切
で
す
。

ま
た
、
部
活
動
を
通
じ
て
先

輩
か
ら
学
び
、
後
輩
を
指
導
す

る
こ
と
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

協
調
性
を
養
う
こ
と
で
立
派
な

社
会
人
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
で
よ
き
友
人

を
得
る
こ
と
は

一
生
の
宝
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
報
に

よ
れ
ば
時
々
関
東
大
会

へ
の
出

憧
れ
の
Ｓ
Ｋ
Ｄ
松
竹
歌
劇
団
に

私

（芸
名
・沢
田
み
な
み
）

は
本
庄
高
校
を
卒
業
後
、
松

竹
音
楽
舞
踊
学
校
に
入
学
。

当
時
の
学
校
は
大
変
な
人
気

で
、
私
が
受
験
し
た
と
き
は

上

回

　

去
再
美

（一ｏ同
３５
回
卒
）

７
倍
と
い
う
超
難
関
で
し
た
。

学
校
で
の
２
年
間
の
厳
し
い

レ
ッ
ス
ン
を
経
て
、
憧
れ
の
Ｓ

Ｋ
Ｄ
松
竹
歌
劇
団
に
入
団
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
舞
台

は
昭
和
６。
年
。
女
性
が
な
か
な

か
踏
め
な
い
桧
舞
台
で
あ
る
歌

舞
伎
座
で
の
公
演
♪
夏
の
踊
り

♪
で
し
た
。

そ
の
後
、
都
内
の
劇
場
を
中

心
に
レ
ビ
ュ
ー
公
演
が
続
く
な

か
イ
ン
ド

（国
賓
と
し
て
）
ド

イ
ツ
、
チ
エ
コ
、
オ
ラ
ン
グ
な

場
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
等
に
出
場
で
き
る

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
海
外
公
演
に
も
参
加
。

６
年
目
の
春
、
新
宿
厚
生

年
金
会
館
で
の
公
演
を
最
後

に
退
団
し
ま
し
た
が
、
復
帰

後
の
今
は
フ
ア
ニ
ー

・
ダ
イ

ア
と
い
う
レ
ビ
ユ
ー
チ
ー
ム

で
Ｓ
Ｋ
Ｄ
出
身
の
娘
役
さ
ん

と
イ
ベ
ン
ト
や
ホ
テ
ル
シ
ョ

ー
を
中
心
に
、
ま
た
シ
ャ
ン

ソ
ン
歌
手
と
し
て
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
縁
あ
り
ま
し
て
、

母
校
の
同
窓
会
新
年
会
に
出

演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
本
高
同
窓
生
が
会
場

に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
。

(Ⅲitpl′′ⅢⅢⅢ!10ⅢkⅢⅢよヽキ1寄tp/j

自平成26年4月 1日

収入の部

至 平成27年3月3 1日

(単位 :円)

平成 26年 度収支決算書終
身
会
費
納
入
者
芳
名

【高
１６
】
松
本
誠
士
郎

【高
１８
〓
向
橋
　
忠
雄

【高
２０
】
須
田
　
税

【高
２‐
】
小
賀
野
文
代

【高
２２
】
松
島
　
稔
、
剣
持
　
睦
美

日
向
　
協
平
、
日
向
真
理
子

広
田
　
光
司
、
国
中
　
和
子

【高
２３
】
杉
田
　
一
郎
、
飯
塚
　
洋

田
嶋
恵
美
子
、
星
井
　
尚
子

【高
２４
】
鈴
木
哲
次
郎

【高
２５
】
勝
山
　
勉
、
江
川
　
知
宏

柘
野
　
一承
子
、
関
口
　
静

【高
２６
】
武
者
　
伸
之

【高
２７
】
駒
沢
　
一二
郎
、
関
回
由
香
利

【高
２８
】
鈴
木
　
純

【高
３０
】
篠
崎
　
勉
、
篠
崎
早
苗

【高
３４
】
金
井
　
義
幸

【高
引
】
入
江
　
寿
光

【高
６６
】
清
水
　
啓
太
、
大
木
友
裕

戸
谷
　
伸
也

【高
６７
】
澁
澤
　
至
真
、
富
永
　
拓
味

中
村
　
美
姫
、
大
沢
　
美
香

西
田
　
萌
乃
、
江
間
　
鈴
奈

渋
澤
　
一明
華
、
青
根
　
舞

増
井
信
太
朗
、
日
中
真
路

斎
藤
　
拓
巳
、
田
中
　
琢
磨

小
暮
　
祐
希
、
高
田
　
俊
作

支出の部 (単位 :円 )

13,435,355門 -1,770,904円 =1,664,451円  (翌年度繰越し)
II定期預金 21,399,642円

IⅡ郵便局振替日座 153,896円
rV同窓会会計総額 (平成27年3月31日現在)
I tt II十ⅡI=23,217,989円

※平成27年3月31日現在 終 身会費納入者 6,025名

中
村
　
美
瑛
、
今
村
　
葵

江
森
　
健
人
、
森
本
　
雄
貴

石
橋
　
胡
桃
、
結
方
　
宏
樹

堀
内
　
美
歩
、
山
下
　
達
也

栗
原
　
将
伍
、
須
藤
　
康
仁

柳
　
夏
帆
、
中
久
木
　
福
美

高
橋
　
花
澄
、
国
原
”
大
地

今
井
　
し
ず
か
、
大
塚
　
香
苗

佐
藤
　
一諒
、
大
谷
あ
ゆ
み

中
村
　
玲
耶
、
今
回
　
悠
希

岩
瀬
　
龍

一
、
斉
藤
　
智
博

篠
木
　
智
也
、
石
川
　
湧
也

田
島
　
静
夏
、
宮

一　
拓
海

渡
辺
　
航
、
山
井
　
桃
花

佐
藤
　
琴
音
、
甲
原
　
沙
理

坂
本
　
花
織
、
神
山
　
圭
吾

田
端
　
杏
奈
、
下
山
　
真
由

加
藤
　
利
隆
、
福
田
　
直
生

土
屋
　
辰
也
、
杉
本
　
好
輝

磯
　
聡

一
郎
、
町
田
茉
菜
美

戸
谷
将

一
郎
、
黒
澤
　
美
怜

片
貝
　
一涼
香
、
中
山
　
朝
陽

泉
田
　
翼
、
漆
原
　
未
歩

亀
国
　
梨
奈
、
細
井
理
沙
子

大
村
　
祥
平
、
持
田
ゆ
と
り

反
田
　
勇
見
、
山
田
　
真
衣

小
田
島
優
奈
、
大
畠
　
滉

一

鈴
木
　
哲
生
、　
剣
持
　
皇貝
幸

野
口
　
和
暉
、
吉
田
　
和
叶

馬
場
　
裕
太
、

加
藤
　
哲
也
、

平
田
　
彩
花
、

須
藤
　
鈴
佳
、

【中
１６
】
茂
木
　
実

【中
１８
】
齊
藤
　
俊
夫

【中
１９
】
馬
場
　
時
夫

【女
１４
】
菊
池
　
節
子

【定
２‐
〓
局
橋
　
一
明

【定
２３
】
関
回
　
ト
シ
子

山
下
　
紫
麻

久
保
千
奈
美

秋
山
佑
太
朗

稲
村
　
遥
子

科   目 予算額 決算額 比較増減額

入  会  金 660,00C 658,000 △ 2,00C

終 身 会 費 800,000 1,120,000 320,00C

年  会  費 20,000 10,000 △ 10,000

寄  付  金 10,000 14,404 4,404

繰  入  金 1,003,436 1,003,436

雑  収  入 △ 485

繰  越  金 629,439 629,439

合 計 2,120,000 3,435,355 1,315,355

科   目 予算額 決算額 残 額

総  会  賛 100,000 27,680 72,320

組 織 編 成 賓 48,044 1,956

会報発行費 1,300,000 1,220,697

記 念 品 費 300,000 299,822

母 校 助成 金 50,000 50,000

会 議  費 20,000 19,063

交 際  費 50,000 40,000 10,00C

事 務 雑 費 30,000 15・598 14,402

育 英 資 金 50,000 50,00C

予  備  費 170,000 170,000

合  計 2,120,000 1・770,904 349,096



長 沼 設 備 工 業 株 式 会 社

長沼 章 (高25回つ  長 沼 豊 (高31回つ

中嶋祥光 (高41回つ  長 沼 克 (高56回豹

〒367-0047  本 庄市前原2-3-18
TEL 0495-24-2434

小暮隆史税理士事務所

税理士 Jギ事
〒 366-0001

TEL 048-587-2416

躍登F巳(高17回卒)

深谷市中瀬 112

FAX 048-587-2254

Ω沖号ぬ
常務取締役 赤岩迪子

(高 14回卒)

メイジンググレイス本庄

代表取締役社長 萩 原 達 夫
(高22回 卒)

ご聾会ご予約専用ダイヤル

TEと,0495‐22■5225
霊付時閣 AM10i00～ PM7100

〒36子0021埼 五黒本盛市東台4‐2‐5

五州閣グループ/ア メイジンググレイス本産、アメイジンダブレイス前橋、五州圏、五州題ケータリンダ事業部

理で !!

鵠

闘窓会プラン

本語卒業生操盛為ン
6ダ000路 磁期～

〔ビュッフェ又↓まヨース料理8品ま基本フリ中ドリンタⅢフイカ ※10名様以上

闘39題卒 斎 橋大介(埼玉ブランドホテル本産総支醍肉

〒 367-0041 本 庄市駅南 2-2-1

埼玉グランドホテル本庄 700号

国際ロータリー第2570地区

ジ手  夕 け‐クぅ,げ

想いを繋ぎ、守り、発展させる
クリニック服電子カル予

2015年購入麗節による評価霞本一 言

β:田ギ W脚 辱卜騎辞

医療シス予ム開発、盗犠システム開発 B強駆

母表毅締役 会長 狩 巽許ブ坪
i潤啓  (斎 18田率)

〒867-0044 埼玉果本度帯員福三丁目11番10号

TEと:0495-22-0001       FAXi0495-24-3380

◆同窓会報広告掲載のお申し込みは、FAX 048-611-9340ま で



内野歯科医_院
内野昭八郎 備4回卒)

〒367-0017 本 庄市傍示堂518

TEL 0495-22-2817

外科 ・消化器内科 ・肛門外科
経鼻内視鏡 ・大腸内視鏡

関根 責 偏5回卒)
〒 367白0021 本 庄市東台 4-8-25
TEL 0495-22二 3596

春 山眼科医院
名誉院長 春 山  茂 之 億 7回卒)

〒 367-0042 本 庄市けや木1-5-5

TEL 0495-21-2160

富沢 峰 雄 億18回卒)

〒367-0053 本 庄市中央1-1-3

TEL 0495-22-2270

科持側　由里日

支店長 戸 谷  守 備 34回 卒)

〒 367-0053 本 庄市中央lT8-9
TEL 0495-24-1551

武蔵野銀行 本庄支店
専務理事 内 田  睦 夫 備 12回卒)

〒 367-8555 本 庄市朝日町3-1-35
TEL 0495-22-5241

FAX 0495-24-3003

企業を育て、地域を伸ばす 商 工会議所

dP本 庄商工会議所

代表取締役 滅 :ラ末  聡  (高 29回 卒)

〒367-0042 本 庄市けや木3-]-14
TEL 0495-25-1781  FA X 0495-25-1782

二ど声とEれウ:rOれ門れθれをCttαをどθれ
人の温もりが感じられる住ま(いづくり

H難 茂木聡建築設計事務所
代表取締役 永 井 保 之 備 27回卒)

〒367-0107 埼玉県児玉郡美里町北十条400-1
T EL 0495-76-1821(代 表)FAX 0495-76-1823

明日の物流を教 、地域社会をこ貢献 う斉方

鮨
安藤 寿 則 備 16回卒)

〒 367-0053 本 庄市中央 2-8-31 ・

電話は、みさごイチバン

TEL 0495-22-3351

住 職 塩原 宥 暁 億5回卒)

〒367-0031 本 庄市北堀1527

TEL 0495-22--3761

四神思想の墓、耐震施エ
仏石、墓地工事、石塀、建築石張、石材販売

翻櫛不石材
代表 柿木 左 近 偏 16回卒)
〒366- 0 0 0 1深 谷市中瀬 682由1
TEL 048-587-4114
FAX 048二 587-4113

ピ関研計ン
株式会社サラト

■本  社
兵庫県姫路市北条宮の町172
〒670-0948                         .
TELi079-284-1380                    ィ .

口東京支社
東京都台東区台東4-18‐7
シモジンビル5F
〒110-0016
TEL:03-3832‐6381


